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発行/上田市編集/秘密謀(毎月1日・lGl日) 〒a 上田市大手- -1 fize川日印刷/田辺印刷欄 |

大マルチメディア情報センター完成予想図(外観)。自然環債に配慮した大断面木造建築(一部2階建)。上回リサーチパーク内に現在建盤中。

ーーーーーーー

夢あふれる可能性

(関連記事2~5ページ)

*写真左下

マルチメディア・ギャラリー
〈常段展示コーナー) :マJレ
チメディアについて、楽しみ
ながら理解するコーナー。コ
ンピュータを使って絵を鎗い
たり、音楽を演奏したりと、
実際にマルチメディアに触っ
て体験できるギャラリーです。
鰻先織の妓術を利用した、仮
想世界の体験もできます。

*写真右下

セミナールーム:マルチメデ
ィアに関する各種の講座・実
習ができるコーナー。学生か
ら一般まで、 さまざまなレベ
ルの研修 ・セミナーを行うこ
とができます。 マルチメディ
ア・パソコン老実際に操作し
ながら、ソフト制作の塞縫知
臓から、具体的な画像制作ま
で、体験的に学習ができます。

データllllJlll呪ω 人口/12C607人(千146) 男 59.568人 (+80)一女 62.0語天ー(+66) 俊稽，41.563" (+ 76) 
外国人登録者数一1.433人 (+18) 男-831人 (+6) 女ノ602人 (+12)

(再生紙を使用しています)



「
マ
ル

い
ま
、
社
会
で
大
き
な
話
題
を
集
め
て
い
る

チ
メ
デ
ィ
ア
」
。
将
来
の
高
度
情
報
化
社
会
の
核
と
な
る

ι庇
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
必
あ
ふ
れ
る
可
能
性
が
漏

ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
を
メ
イ
ン
テ

ー
マ
に
、
来
年
、上
田
市
に
「
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
情
報
セ

の
拠
点
巴
f

ン
タ

l
」
(
仮
称
)
が
誕
生
し
ま
す
。
塩
問
干
の
以
内
円
上

山
リ
サ
ー
チ
パ
l
ク
に
、

美
し
い
建
築
と
ユ
ニ

ー
ク
な

内
容
で
生
ま
れ
る
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
情
報
セ
ン
タ
ー
、

ご
期
待
く
だ
さ
い
。
こ
こ
で
は
、
セ
ン
タ
ー
の
概
要
と
、

内
部
の
施
設
に
つ
い
て
、
皆
さ
ん
に
ご
紹
介
し
ま
す
。

広報うえだ6.12. 1 (2] 



圃

マ
ル
チ
メ
デ

f
ア
|
|
「
情
報

を
伝
述
す
る
メ
デ

f
ア
が
多
様
に

な
る
状
態
。
ま
た
、
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
で
川町
限

・
背
白
戸
・
丈
{
子
な
ど
の

メ
デ
ィ
ア
を
惚
A
n
L
、

一

ι的
に

搬
ぅ
‘
}
と
」(
v
e

広
昨
苑
』
)
。
比
れ
さ
ん

も
テ
レ
ビ
や
柄
問
、
株
誌
な

E
で、

'昨
日
の
よ
う
に
れ
ん
た
り
聞
い
た
り

し
て
い
る
こ
と
と
也
い
ま
す
。
し

か
し
逆
に
、

J
柴
は

M
4
て
い
て

も
、
こ
れ
ほ
ど
%
作
の
比
え
な
い

も
の
は
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ

・っか
。
こ
の
「

k
川
山
マ
ル
チ
メ
デ
ィ

，_‘ 

ア
情
報
セ
ン
タ
ー
」
は
、
マ
ル
チ

メ
デ
{
ア
の
多
彩
な
可
能
性
を
、

市
民
の
皆
さ
ん
に
わ
か
り
や
す
く

制
介

L
、
体
験
し
て
い
た
だ
く
場

で
す
。
さ
・
ら
に
は
、
マ
ル
チ
メ
デ

f
ア
に
よ
っ
て
、
地
域
応
業
に
大

き
な
付
加
価
似
合
付
け
る
こ
と
な

ど
、
応
業
耐
・
文
化
日
川
に
出
が
る

多
彩
な
が
誌
を
行
な
う
セ
ン
タ
ー

で
も
あ
り
ま
す
。

社
会
・
文
化
に
も
影
響

近
年
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
機
加
を

・
中
心
と
し
て
、
急
激
に
技
術
革
祈

含
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
情
報
セ
ン
タ

ー
建
設
現
場
。
木
造
2
階
建
て
、

面
積
は
延
べ
約

E
D
D
O
-
m

-
H
月
4
日
に
行
わ
れ
た
起
主
式

が
進
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
文

字
や
計
上
戸
、
映
像
位
ど
、
あ
ら
ゆ

る
メ
デ
ィ
ア
(
媒
体
)
を
う
ま
く

結
び
付
け
、
意
味
あ
る
杭
報
媒
体

と
し
て
有
効
利
川
で
き
る
マ
ル
チ

メ
デ

f
ア
時
代
の
到
米
を
も
た
・
ら

し
、
社
会

・
よ
化
に
も
ト
人
さ
な
ψ

料
を
与
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

山
議
伴
、
て
は
、
こ
の
マ
ル
チ
メ
デ

f
ア
技
術
を
利
川
し
た
祈
た
な
い
以

来
の
凶
聞
を
進
め
て
い
ま
す
。
ま

た
、
川
に
お
い
て
も
、
マ
ル
チ
メ

デ
f
ア
社
会
の
防
策
に
向
け
、
祈

社
会
資
本
格
備
の
た
め
の
施
京
が

心
さ
れ
て
い
ま
す
。

産
業
と
教
育
の
振
興
に

将
米
の
マ
ル
チ
メ
デ
f
ア
社
会

を
展
明
す
る
と
、
、
不
ッ
ト
ワ

i
ク、

端
本
、
情
報
ソ
フ
ト
の

3
う
の
産

業
分
野
が
調
和
し
て
発
展
し
て
い

く
こ
と
が
府
県
.
耐
火
で
す
上
問
山
で

は
、
こ
の
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
情
報

セ
ン
タ
ー
が
、
川
町
保
ソ
フ
ト
-
M
H

肝

で
の
析
し
い
「
出
来
の
芽
」
に
な

る
と
与
え
・
ら
れ
ま
す
。

マ
ル
チ
メ
デ

f
ア
的
知
セ
ン
タ

ー
の
々
山
に
あ
た
巧
て
は
、
い
わ

ゆ
る
「
マ
ル
チ
メ
デ

f
ア
」
が
、

-i凶J口町
-
L』

'ι
』
d

'

‘よじ
J
t
J

、、j
r
e
s
じ
じ
れ
わ
し

U
M
引
劇

b
v
f，λ
I
m
-
-
t
f
y
h
w
w
ιU

H
恥

M

Mー

を
絡
め
た
「
技
術
」
で
あ
る
こ
と

れ
乞
認
識
し
、
特
に
こ
の
地
峨
の
将

-マルチメディア情報センタ一位置図来
像
を
H
ん
射
え
た
う
え
で
、

肱
設

の
位
涜
づ
け
、
五
向
性
を
与
え
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

上
川
市
に
は
、
い
州
大
学
繊
維

宇
部
が
あ
り
、
さ
ら
に
マ
ル
チ
メ

デ
ィ
ア
支
搾
セ
ン
タ
ー
(
九

f
町

に
佐
北
小
)
、
山

ι仁
科
初
期
大
学

校
(
千
成
7
年
i
川
上
川
リ
サ
ー

チ
バ
|
ク
に
開
校
「
定
)
、
片
野
大

山
下
(
ぷ
来
的
判
中
科
)
と
い
う
、
他

地
υれ
に
は
な
い
「
マ
ル
チ
メ
デ
f

ア
深
境
」
が
幣
い
つ
つ
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
地
域
の
特
性
と
忠

ま
れ
た
臼
然
疎
地
な
午
，か
し、

マ

ル
チ
メ
デ

f
ア
に
よ
る
祈
映
像
作
.

業
と
問
述
産
業
の
振
興
と
教
育
文

化
へ
の
貢
献
を
目
的
と
し
ま
す
。

そ
し
て
、
こ
の
情
報
セ
ン
タ
ー
が

そ
の
中
核
施
設

t
し
て
、
ま
た
魅

-M
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の
拠
点
と
し

て
機
能
で
・
き
る
よ
う
な
事
業
・
施

設
の
民
間
を
推
進
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
孜
が
川
で
唯
.
の
機

関
で
あ
る
マ
ル
チ
メ
デ

f
ア
支
何
時

セ
ン
タ
ー
に
近
持
す
る
か
.
地
の
雌

伏
性
合
乍
か
し
、
し
し
小
地
域
で
進

め
て
い
る
「
祈
映
保
応
浜
文
化
凶
」

づ
く
り
の
た
め
の
拠
点
機
能
と
、

県
内
に
お
け
る
怖
れ
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
機
能
の
構
築
を
日
指
し
ま
す
。
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• 
マルチメディアが見えてくる。
明日の暮らしが

4マルチメディア情報センター

4階・2階〈平面図〉

見えてくる。

上
田
市
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
情
報
セ
ン
タ
ー
は
、
地
績
の

中
桜
施
霞
と
し
て
、
ま
た
「
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」
の

鎚
点
と
し
て
機
能
し
得
る
よ
う
「
マ
ン
ガ
」
や
「
ア
ニ
メ

ー
シ
ョ
ン
」
と
い
っ
定
テ
ー
マ
性
老
持
た
せ
た
施
盤
展
開

を
も
図
っ
て
い
き
ま
す
。
こ
之
で
は
、
同
セ
ン
タ
ー
の
施

盤
内
部
と
、
そ
の
活
用
巴
つ
い
て
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

v
内
部
の
施
設
と
活
用
方
法

回
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア

・
ギ
ャ
ラ
リ

l
〈常
陸
風
示
コ
ー
ナ
ー
〉

山
木
し
み
な
が
ら
マ
ル
チ
メ
デ
{

ア
を
内
解
す
る
コ
ー
ナ
ー
。
川似た

端
の
バ

ー
チ
ャ
ル
・
リ

ア
リ
テ
ィ
(
似
恕
現
実

1
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
で
作

ら
れ
た
-

a

一次
バ
映
像
じ

よ
り
、
引山
hI

と
附
般
の

一
恥
似
体
験
合
可
能
じ
す

る
こ
と
。
ア
ク
セ
ル
や

ハ
ン
ド
ル
を
操
作
し
て

裂
し
む
、
ゲ
ー
ム
セ
ン

タ
ー
の
体
感
ゲ
l
ム
も

そ
の
応
川
例
)
の
技
術

を
使
っ
た
仮
想
世
一
界
で

の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク

・
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が

体
感
で
き
ま
す
。
(
表
紙

写
真

・
記
事
参
照
)

l
i
-

-R 

l j d 》〈。
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園
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
・
ギ
ャ
ラ
リ

l
〈
企
画
廊
示
コ
ー
ナ
ー
〉

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
の
作
品
だ
け

で
な
く
、

側
広
い
分
野
で
の
凶
.. 小

会
を
行

っ
て
い
く
コ
ー
ナ
ー
。
デ

ジ
タ
ル
絵
同
展
か
ら
、
テ

l
マ
性

• 

ー-

• 

' 

• 

• 

a

，
 を
持
た
せ
た
脳
-
a

小
と
し
て
、
マ
ル

チ
メ
デ
{
ア
守
的
川
す
る
汗
れ
マ

ン
ガ
家
の
例
展
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま

な
出
ぷ
コ
ー
ナ
ー
令
考
え
て
い
ま

す
。
地
域
社
会

t
マ
ル
チ
メ
デ
ィ

ア
に
つ
い
て
の
市
民
参
加
担
の
ギ

ャ
ラ
リ
ー
で
、
楽
し
い
企
耐
を
検

川
中
。
ま
た
、
問
セ
ン
タ
ー
の
フ

ァ
ク
ト
リ

l

{
仁
-M}
で
制
作
さ

れ
た
マ
ル
チ
メ
デ

f
ア
ソ
フ
ト
の

花
ぷ
の
場

t
も
な
り
ま
す
。

I
l
li
-
-ー

*

i
l
l
a
--

包
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
・
ホ
ー
ル

ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
(
出
副
賞
テ

レ

ビ
)
で
の
映
像
を
は
じ
め
、
作
極

の
川
町
仰
は
メ
デ
f
ア
に
付
応
で
き
る

機
協
を
凡
川
市
し
た
映
保
ホ

l
ル
。

映
保
の

k
川
町
だ
け
で
な
く
、
品
川
川

会
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
慨
し
に
も
対
応
で
き
ま
す
。

収
待
人
口
は
約

2
0
0
人
。

I
l
l
i
-

-R

1
1
1
1
1
1
 

図
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
・
ラ
イ
ブ
ラ

リ
ー
〈
図
書
館
〉

以
析
の

C
D
l
R
O
M
ソ
フ
ト

マルチメデキァ7ラ弓ブラ-υー(図書館〉
伊'

' 

-pz 
(の
0
3
3mdnF
口
一回
n
l
m
o
m丘

O
コ一
司

玄
g
d
o
q

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
読
み

出
し
咋
川
メ
モ
リ
ー
に
使
う
コ
ン

バ
ク
ト

・
デ
f
ス
ク
。
庁
内
、
州

像
、
コ
ン
ヒ
ュ

l
タ
・
デ

l
タ
な

ど
そ
記
録
.
で
き
る
。

-h
科
引
典
、

マ
ニ
ュ
ア
ル
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
な

E

の
C
D
l
R
O
M
化
が
進
ん
で
い

る
)
を
自
由
に
見
た
り
聴

レ
た
り

で
き
る
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
の

M
Z

館
。
話
題
の

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
ソ

フ
ト
や
、
関
連
の
洋
物
な
ど
を
削

、
4 . 

." J 

¢ 

、
， 

--， -， _. --， e ， 
.-4 

4 . . 
.4" 

4戸， .-. 
A 

~ .- ' --

、
、
、

覧
す
る
、

』と
が
で
き
ま

す
。
ま
た
、
動
向
や
汗

山
市
の
デ
ジ
タ
ル
料
集
が

で
き
る
場
所
も
川
な
し

ま
す
。

占
R

固
セ
ミ
ナ
ー
ル
l
ム

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
機

器
を
佑
閉
し
て
、
川
下
作
.

か
ら
-
般
ま
で
、
さ
ま

ざ
ま
な
レ
ベ
ル
の
研
修

・
セ
ミ
ナ

ー
念
行
う
コ
ー
ナ
ー
。

(表
紙
写

真
・
記
事
参
照
)-H

i
ll
i
-
-
-

図
デ
ジ
タ
ル
・
フ
ァ
ク
ト
リ
ー

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア

・
ソ
フ
ト
の

制
作
が
で
き
る
、
デ
ジ
タ
ル
映
保

の
製
作
一
L.MW。
主
に
プ
ロ
の
ク
リ

エ
l
タ
l
、
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
ソ

、フ
ト
制
作
若
の
た
め
の
制
作
環
境

で
す
。
地
叫
械
的
報

・
観
光
情
報
か

ら
教
育
教
材
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
な

ニ
l
ズ
仁
対
応
し
、

ソ
フ
ト
の
制

作

・
編
集

・
加
工
が
可
能
。
制
時

間
体
制
で
支
慢
し
ま
す
。

-R 
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一司-

賑
わ
う
上
州
街
道
筋
の
村

ぐ1

矢出沢川沿いから見た「幸町Jの通り(橋は幸町橋)。とニろどニろに古い家並みが見られる

• 

正
保
問
年
(

e

六
阿
仁
)
の
「
ハ
い
州
上
川
城

絵
凶
」
を
兄
ま
す

t
、
今
の
京
太
郎
山
は

.M
山

2
ζ

し
る
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
山
の
近
く
に
あ

る
一
防
山

t
い
う
地
名
も
こ
の
山
名
に
巾
米
し
て

い
る
の
、
で
し
ょ
う
。

戦
国
時
代
の
.
房
山
郷
は
房
山
、
西
脇
、
諏
訪

部
、
踏
入
仁
か
け
て
の
広
い
範
何
で
し
た
が
、

こ
れ
を
み
て
も
占
く
か
ら
山
の
名
に
ち
な
ん
だ

行
政
医
同
が
あ
っ
た
・
』
と
が
わ
か
り
ま
す
。

今
か
ら
問
訂
作
中
は
ど
前
に

k
川
城
が
築
か
れ

峨
.
卜
町
が
形
成
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
が
、
そ
れ

を
州
む
村
守
山
t
Aす
る
た
め
太
郎
山
鈍
の
人
々

が
彩
住
さ
せ
ら
れ

.M
山
村
を
析
し
く
作
り
ま
し

た
。
都
市
計
州
に
よ
る
強
制
移
住
で
し
た
か
ら

「
M
M蚊
年
兵
免
除
」
で
し
た
。

こ
の
村
が
上

.M山
と
ド

.M山
に
分
か
れ
た
の

は

弘

化

年

間

二

八

問

問

l
一
八
問
じ
)
の
こ

ん
で
は
な
い
か
と
忠
わ
れ
ま
す
。

t
-M山
の一
山

ロ
月
9
日
は
障
害
者
の
日

-
受
通
手
段
に
制
引
制
度
が

[6 ) 

「
障
害
煮
の
日
」
は
、

1
9
8
1
年
の
同
際

防
刀
訂
作
?
を
芯
念
し
て
、
同
氏
の
向
山
ド
.
H

朽
問
題

に
閲
す
る
瑚
解

t
認
議
を
涼
め
、
福
祉
の
哨
進

合
同
る
口
的
で
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

ち
て
、
身
体
開
山

luE手
帳
や
旅
行
下
艇
を
持

っ
て
い
る
か
た
に
は
、
交
一
泊
下
段
に
勺
い
て
訓

引
な
ど
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。

-
有
料
道
路
の
割
引

(
川
月
に
政
正
)

h
H

川
述
道
路
や
、
地
十
刀
道
路
公
判
札
な
ど
が
針
.
科

す
る
有
料
道
路
を
付
仙
が
と
し
て
、
介
佑
叫
帆
れ
の
巡

転
で
も
制
引
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

本
人
ま
た
は
、
中
h

九
川
を

M
.
に
す
る
私
れ
が
所

有
す
る

n州
市
(
事
業
に
陀
川
し
て
い
る

hmを

除
く
)
を
身
体
附
宵
符
手
帳
(
附
山
川
の
区
分
や

程
度
の
制
限
な
し
)
守
所
持
す
る
持
が
巡
転
す

る
場
介
。
ま
た
、
重
度
の
身
体
附
吉
右
手
帳

・

療
育
手
帳
を
所
持
す
る
者
の
移
動
の
た
め
に
、

介
護
者
が
運
転
す
る
場
合
に
認
め
ら
れ
ま
す
。

割
引
に
は
厚
生
認
で
交
付
す
る
割
引
証
が
必

要
で
す
。
希
望
す
る
か
た
は
、
車
検
証
、
手
帳
、

免
許
証
を
ご
持
参
の
う
え
、
川
町
生
課
ま
で
お
い

で
く
だ
さ
い
。

-
パ
ス
、
タ
ク
シ
ー
、
鉄
道
運
賃
の
割
引

パ
ス
は
述
民
主
払
時
に
、
タ
ク
シ
ー
は
来
車

時
に
予
怯
を
提
示
し
て
割
引
を
交
け
た
い
U
U
を

山
中
し
山
て
く
だ
さ
い
。
鉄
道
に
つ

い
て
は
、
市
水

巾
前
に
下
艇
を
川
叫
.
ぶ
し
て
、
割
引
と
な
る
品
取
引

先

ve腕
人
し
て
く
だ
さ
い

(
J
R
に
つ
い
て
は
、

m身
で
束
中
す
る
均
へけは、

l
o
o
M以
上
の

叩
雌
に
限
り
ま
す
。
ま
た
、
第
l
m
m
の
下
般
を

受
け
て
い
る
か
た
は
、
介
護
行
も
制
引
の
対
象

と
な
り
ま
す
な
お
、
近
距
離
は
小
児
川
来
巾

捗
の
購
入
で
代
用
で
き
ま
す
)
-

-
障
害
者
に
も
っ
と
配
慮
を



カメラスケッチ

り
か
ら
矢
山
山
沢
川
の
幸
町
橋
や
y岐
り
大
輪
寺
へ

真
っ
直
ぐ
伸
び
て
い
る
道
は
江
戸
時
代
前
期
に

は
開
通
し
て
お
り
、
そ
の
道
に
沿
う
幸
町
も
江

戸
時
代
か
ら
の
古
い
町
で
す
。

幸
町
仁
は
上
問
藩
の
御
作
事
の
門
が
移
築
さ

れ
て
い
る
旧
家
も
見
-b
れ
ま
す
。
御
作
事
は
械

や
武
家
賠
救
な
ど
の
修
給
・
改
築
な
ど
を
州
市
ー

す
る
役
所
で
、
引
伐
の
市
川
小
中
械
の
と
こ
ん

に
あ
り
ま
し
た
。

式
上
た
ち
が
来
均
訓
練
を
す
る
・
川
坊
は
、
山
ハ

川
氏
の
こ
ろ
は
今
の
川
場
町
に
あ
り
ま
し
た
が
、

仙
行
氏
の
時
代
に
な
り
ま
す
と

K
M山
に
移
さ

れ
ま
し
た
。
町
の
人
け
が
明
・
え
た
の
で
広
い
川

'94うえだ女性フヱスティパルが10月29日に

文化会館で開催され、弁護士の徳矢典子さん

の講演やステージ発表などが行われました。

また、 Wの文字をモチーフにした、うえだ女

性会議のシンボルマークの発表もありました。

世r

さ男
〔女

共
生
を
め
ざ
し
て長

* 

地
を
求
め
て
の
移
転
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

新
馬
場
は
金
日
円
寺
付
近
で
上
房
山
の
通
り
と

矢
出
沢
川
の
聞
の
場
所
で
し
た
。
な
お
、
こ
の

こ
ろ
の
上
房
山
は
鑓
町
と
呼
ば
れ
て
レ
ま
す
。

武
士
た
ち
が
釆
馬
訓
練
に
通
う

t
こ
ろ
な
の
で
、

そ
ん
な
名
を
つ
け
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
そ

の
後
は
ふ
た
た
び
上
.
傍
山
に
も
ど
り
ま
し
た
。

ト
し
.
崎
山
は
上
州
街
道
に
治
っ
た
村
で
も
あ
り

ま
し
た
。
こ
の
街
道
は
点
川
氏
の
こ
ろ
は
市
川

道
路
で
あ
り
そ
の
後
も
物
資
が
流
通
す
る

R.裂

な
道
で
し
た
。
街
必
治
い
で
し
仁
川
城
.
卜
川
に
附

持
し
て
い
る

k
.
M山
は
尚
人
や
旅
人
た
ち
で
に

ゲ
わ

っ
た
村
で
し
た
。

(
平
野
勝
重
)

...-. 
第17園高齢者文化祭が、 11月12日と 13日に

高齢者福祉センター ・中失デイサービスセン

ターで開催されました。日ごろ努力して制作

した作品や、クラブ活動の成果を見ょうと、

お年寄りや家族連れでにぎわいました。

守 1二

匹ヲ車 --‘ 

‘.え プ f ミ:J

上信越自動車道の建設のため、発掘調査が
マ L'

行われている宮平遺跡(長島)に亘宍式住居が。

これは発掘に従事する約40人が、作業の合間

に調査研究員の指導で復元したもので、 11月

16日には遺跡の現地説明会も行われました。

* 世町 叫7
*ヅ、
イモ

つ
な
ぐ
文
化
究!:t'"町
刀"食

* 

hmい
す
川
の
ス
ロ
ー
プ
の
前
や
、
点
字
タ
イ

ル
の
k
に
h
転
車
や
白
動
車
を
駐
車
し
ま
す
と
、

陣
官
者
の
符
さ
ん
の
移
動
仁
支
陣
が
生
じ
ま
す
。

特
に
注
立
ぞ
お
願
い
し
ま
す
。

マ
問
い
合
わ
せ
り
生
諜
(
内
線
1
6
0
3
)

* さ古
円墳

時
代
の
住
居
復
-::::* 
7C* 

* 

駐車 ・駐輪にも注意を

7 12. 広報うえだ6.(7 ) 



おかいこ山(3す:)

川
と
断
崖
と
緑
の
景
色

神
川
を
挟
ん
で
、
殿
城
万
而
か
ら
対
岸

ぞ
見
る
と
、
蚕
の
よ
う
な
形
を
し
た
小
高

い
山
が
あ
り
ま
す
。
盟
殿
を
は
じ
め
、
市

民
に
は
「
お
か
い
こ
山
」
と
い
う
名
前
が

4

般
的
で
し
ょ
う
か
。
し
か
し
紳
利
方
而

か
ら
は
、
地
形
的
に
蚕
の
形
に
は
見
え
ず
、

地
元
で
は
「
お
い
づ
な
山
」
(
飯
縄
山
)
ま

ニ

〈
を
う

た
は

「厳
空
波
山
」
と
呼
び
親
し
ん
で
い

る
山
で
す
。
神
科
新
履
か
ら
伊
勢
山
に
ま

た
が
り
、
米
側
の
神
川
沿
い
に
は
切
り
立

っ
た
産
も
見
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
は
「
と
ん

k
d
 

ぴ
忠
」
(鳶
山
5
・1
い
わ
れ
、
ま
さ
に
絶
対
。

9

8

=

t

e

t

U

A

 

山
中
に
は
字
白
神
社
、
飯
純
五
社
判
、

伊
勢
宮
(
お
伊
勢
さ
ま
)
と
い
う
3
つ
の

社
が
あ
り
ま
す
。
飯
純
五
社
神
は

5
つ
の

石
の
嗣
を
祭
っ
た
も
の
で
す
が
、
今
は
四

祉
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
昔
は
五
社
神
の
お

祭
り
が
あ
り
、
と
て
も
椛
ん
で
し
た
。
主

に
背
年
た
ち
が
獅
子
ぞ
舞

っ
た
り
、
道
中

を
元
気
よ
く
練
り
歩
い
た
り
し
て
、
そ
の

活
気
は
す
ご
い
も
の
で
し
た
ね
。

近
い
将
来
、
こ
の
山
の
脇
を
高
速
道
が

・通
り
ま
す
。
道
路
か
ら
見
え
る
「
お
か
い

こ
山
」
も
、
そ
れ
は
よ
い
眺
め
、
で
し
ょ
う
。

お
話
・
中
曽
根
文
夫
さ
ん
(
神
科
新
屋
)

企業として環境対策を推進
中部電力棚上回電力センター (大屋〉

会社全体として、平成5年 1月

仁地球環境6l逝1:.70の目標を定め、

環境問題に取り組みました。

そのーつ tして、古紙の回収 ・

コピー用紙の節減などで省資源 ・

リサイクル活動を推進し、ごみの

減量化を似|っています。

ここ には約100人が勤務してL、

て、年間約2575枚のコピーを取り

ますが、その60%にあたる157f枚
は、不要になった文書:の必闘を利用しています。

また、イミ燃物 lま I!'I収谷器~設置して、アルミ ・ スチール ・

カ。ラス・その他の 4穂に分別を。2月に 1度、業者に処分

をしてららっています。

社会の一員として、

環境問題に取り組んで

いくこ tが、今まで以

J二l二求められているよ
うです。

蹴望;ッ

⑬ 

く 3竪豆三〉

見る二とはできません。ぼ

くが大人になるまでに こ

の川西地区にも、ホタルが

たくさん見られるような自

然ができているといいなと

思います。

いろいろな生き物

と伸良くなりだい

増田鉄矢くん

(川西小・ 6年〉

ぼくは日向の山でカブ 卜

虫を捕まえたり、浦野川で

魚を捕って遊ぶことが大好

きです。家のそばの小川で

カこを捕ることもできます。

でも互になってもホタルを

(8 J 7 12. 広報うえだ6.



広
げ
た
い

こ主

『、
ニエ

日
本
に
米
て
7
年
に
な
り
ま
す
。

川
治
し
て
い
て
、

Ar--ま
で
に
凶
っ
た

問
題
と
し
て
は
、
前
例
も
お
話
し
し

た
、
豚
肉
を
食
べ
ら
れ
な
い
と
い
う

こ
と
。
そ
し
て
、
も
・
フ
4

つ
は
お
祈

り
が
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

一
日
に

5
回
の
「
祈
り
」
が

わ
た
し
た
ち
イ
ス
ラ
ム
教
徒
は
、

.
H
に
5
回
、
ナ
マ
ジ
ュ
と
い
う
お

所
り
の
時
間
が
あ
り
ま
す
。
朝

5
時

加
分
の
パ
ジ
ヤ
ル
、

μ
竹
.
ロ
昨
初
分
の

ジ
ヨ
ホ
ル
、
午
後
4
時
の
ア
ツ
ソ
ル

'
E
5
昨
日
刊
分
の
マ
グ
ル
ッ
プ
。
そ
し

て
佼
7
時
叩
分
の
イ
シ
ア
で
す
。
5

M
の
お
祈
り
の
と
き
に
は
、
そ
の
つ

E
、
き
れ
い
な
服
に
行
作
え
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
品
初
の
バ
ジ

ヤ
ル
の
と
き
に
は
、
シ
ャ
ワ
ー
で
身

ぞ
清
め
て
か
ら
祈
り
ま
す
。

お
所
り
の
杭
巾
は
、
ど
ん
な
こ
と

が
あ
っ
て
も
、
中
断
す
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。
た
と
え
火
い
や
が
あ
っ
て

も
・:
。
ほ
か
の
-
』
と
は
何
も
が
ノ
え
ず
、

ひ
た
す
ら
祈
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
話

宗教・習慣の違い

その ③

ニ
ケ

l
シ

ン
ヨ

す
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
。

川
悦
'
一
仕
、
イ
ン
ド
判
期
山
で
コ
ッ
ク

ぞ
し
て
い
て
、
外
ご
と
き
や
伎
な

E
仕

事
の
最
小
は、

E
う
し
て
も
お
併
り

が
で
き
な
い
の
で
す
。

断
食
中
、
料
理
の
味
見
は

こ
の
ほ
か
、
米
年
2
川
1
い
か
ら

3
日
2
け
ま
で
、
は
段
以
上
の
イ
ス

ラ
ム
教
徒
は
、

「断
食
」
仁
人
り
ま
す
。

こ
の
期
間
中
の
判
5
時
加
分
か
ら
タ

ト
々
の

5
時
初
分
ま
で
は
、
食
べ
物
ぞ

J

切

n
に
人
れ
て
は
い
け
な
い
の
で

す
。
注
射
や
薬
を
飲
む
こ
と

b
で
き

ま
せ
ん
。

や
は
り
コ
ッ
ク
の
仕
い
の
を
し
て
い

る
関
係
で
、
断
食
の
期
間
中
、
料
開

の
味
見
を
す
る
・
』
と
が
で
き
な
く
な

る
の
で
、
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
附
っ

て
い
ま
す
。

イ
ン
ド
と
の
大
き
な
違
い

わ
た
し
が
日
本
に
米
て
、
イ
ン
ド

t
n本
、
で
大
き
な
違
い
を
感
じ
る
こ

と
は
、
日
本
は
仕
事
が
と
て
も
忙
し

い
。
そ
れ
に
火
性
が
働
い
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
す
。
イ
ン
ド
は
人
が
多

く
、
仕
事
が
少
な
い
ん
で
す
。
だ
か

ら、

三
度
仕
事
に
就
く
と
、
転
職
す

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
お
父
さ
ん

が
働
い
て
、
家
族
ぞ
護
っ
て
い
ま
す
。

日
本
の
よ
・
フ
に
仕
事
が
た
く
さ
ん
あ

っ
て
、
家
族
み
ん
な
で
働
く
・;
と
い

う
こ
と
に
な
れ
ば
、
イ
ン
ド
も
大
き

く
変
わ
る
、
』
s
と
で
し
ょ
う
。

「
イ
ン
ド
語
」
を
教
え
た
い

わ
た
し
は
話
す
の
が
好
き
で
す
。

卜
川
で
も
、
ス
ー
バ
l
マ
ー
ケ
ッ
ト

や
釈
で
、
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
、
山
下
午
な
ど

い
ろ
い
ろ
な
人
に
話
し
か
け
ま
す
。

わ
た
し
が
「
こ
ん
に
ち
は
」
と
話

し
か
け
る
だ
け
で
、
プ
お
同
は
ど
ち
ら
」

t
か
、
い
乃
い
ろ
質
問
を
し
て
く
れ

ま
す
。
な
か
二
主
、
「
怖
い
-
と
て1
つ

・

1

1

l

i

f

t

L

4

て
し
ま
う
人
も
い
ま
す
が
・:
。

「
こ
ん
に
ち
は
」
の
ひ
と
パ
で
、

ど
ん
ど
ん
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が

広
が
っ
て
い
く
も
の
で
す
。

日
・
本
人
は
旅
行
好
き
な
問
民
で
す
。

こ
れ
か
ら
、
れ
本
人
も
イ
ン
ド
に
行

〈
機
会
が
榊
・
λ
て
く
る
の
で
は
。
そ

の
た
め
に
も
わ
た
し
は
、

ト
し
川
の
人

に
イ
ン
ド
の
一行
来
「
ヒ
ン
デ
イ
|
諒」

「
ベ
ン
ゴ
リ
羽
山
」
な

E
そ
無
料
で
教

え
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

他
同
の
一JM
葉
を
少
し
で
も
知
っ
て

お
〈
の
は
、
大
切
だ
と
思
い
ま
す
し
、

わ
た
し
自
身
む
教
え
る
の
が
う
れ
し

い
の
、
で
す
。
希
望
者
は
連
絡
を
く
だ

さ
い
。
(宮
@
8
6
5
6
)

毎
日
を
同
じ
リ
ズ
ム
で

高
齢
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
、
パ
ン

パ
ー
ク
ラ
ブ
の
責
任
者
と
し
て
、
会

員
の
指
導
を
し
て
い
ま
す
。

パ
ン
パ
ー
と
い
う
ゲ

l
ム
は
、
簡

単
な
玉
突
き
で
、
紅
白

5
つ
ず
つ
の

球
を
、
早
く
敵
の
ホ

i
ル
に
入
れ
た

方
が
勝
ち
と
い
う
も
の
で
す
。
会
員

は
現
在
引
人
で
す
が
、
う
ち
刊
人
く

ら
い
が
女
性
。
や
り
始
め
る
と
、
お

も
し
ろ
く
て
夢
中
で
や
っ
て
い
ま
す
。

わ
た
し
も
、
表
い
こ
ろ
か
ら
ビ
リ

ヤ
ー
ド
が
大
好
き
で
、
「
四
つ
球
」
を

し
ょ
っ
ち
ゅ
う
や
っ
て
い
ま
し
た
。

セ
ン
タ
ー
に
は
、
弁
当
を
持
っ
て
、

毎
朝
自
転
車
で
出
か
け
ま
す
。
少
々

の
雨
で
は
休
み
ま
せ
ん
。
叩
時
こ
ろ

セ
ン
タ
ー
に
潜
き
、

パ
ン
パ

l
の
指

導
や
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
を
や
り
、
午
後

の
2
時
か

3
時
ま
で
遊
ん
で
き
ま
す
。

セ
ン
タ
ー
が
あ
る
か
ら
本
当
に
季

せ
で
す
。
も
し
な
け
れ
ば
、

一
日
中

テ
レ
ビ
と
に
ら
め
っ
こ
で
、
体
も
動

か
な
く
な
っ
て
し
ま
う
で
し
ょ
う
ね
。

そ
れ
と
、
毎
日
同
じ
リ
ズ
ム
で
や
っ

て
い
る
の
で
、
一
日
が
訳
な
い
で
す
。

鎗 枇しの場合
⑬ 

無人駅のいたずら

見かけたら注意を
最近、上1+1交通の別

所線~!'.~人~~の:1l!:1'íない
たずらカ市I(.l、ており、

比るに見かねています。

特さんに一度「取IJJ

IIITJのj釈をご覧いただ

きたいと思います。あ

まりにもひどい撲され)jです。天井{まあちこ

ち穴だらけ、ガラスはほとんど言1Iられていま

すし、 トイレのベニヤ板はけられ、野は務手!:

ちだらけの状態です。

こうした、いたずらをした人の111にも、屯

1ltを平11mする人カ礼、ることでしょう。なんと
もやりきれない気持ちです。

駅はみんなで使う公共の純設です。ぉJi.い

にj主ぷしあい、もっと大切にしてい〈必要が

あると忠L、ま す。 w託r，)

M
W問
』
佐
町
一

d
t裡一

7 12. 広穂うえだ6.(9 ] 



ヘ エプロン百科

ぼ
ろ
布
を
な
で
る
感
じ
で

掃
除
機
の
丸
ロ
ブ
ラ
シ
も

午
氷
仁
行
う
大
知
除
を
、
俗
に
「
す

す
払
い
」
と
い
い
ま
す
。
手
が
周
か

な
い
天
井
の
す
す
や
、
ふ
だ
ん
は
で

き
な
い
床
下
の
ご
み
ぞ
き
れ
い
に
取

り
除
い
て
、
家
巾
a

を
す
っ
か
り
き
れ

い
に
す
る
削
除
の
-』と
で
す
。

ク
モ
の
巣
が
は
っ
て
い
た
り
、
ホ

コ
リ
で
薄
汚
れ
て
い
た
り
し
て
い
る

ズ
弁
は
兄
た

U
に
も
い
い
ち
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
和
寧
と
洋
山
市
ヒ
で
は
、

天
井
の
素
材
や
作
り
も
違
い
、
柿
除

時知は閣を亡ぼす・・ー・・・・・・・・..........・・・・・・清水信次

親と子の自分革命ー….......・H ・....…・・・・大越俊夫

婦化動物のはなレ…・………...・H ・..中村-jijj

自動車業界からの警告....・H ・-…・……・下川浩一

司馬遼太郎の贈りもの .....・H ・-…一ー谷沢永一

機長のボイスレコーダー・..........・・・・・・・石崎秀夫

源内が惚れこんだ男....・H ・-…・………野村俊雄

日曜日の夜は出たくない………………倉知 淳

六段の子守唄....・H ・-……・……・・・…戸板康二

風変わりな婚り物…・・…・………ー…井出孫六

よいおもちゃとはどんなもの・...........永田桂子

オーストラソアの米産業………・ …一松島正博

依頼人・・……………...・H ・..ジョン・グソシャム

行政手続法…・…-……・・…………兼子仁

お母さんと先生のつきあい方・...........戸田唯己

本を読んでる金曜日..・・…・……・・…・井狩春男

激突……一…...・ H ・-・・・ 0・H ・H ・..マυアン・ケラー
わが叢は料理長である...・H ・-・ …一 嶋村光夫

寂聴古寺巡礼・…・…………....・H ・瀬戸内寂聴

いい親やめよう・・・・ a・・・・・・..........・・・・・・・・・清水国明

人はなぜ旅をするのだろうか・...........燈野米松

飲み水を考える…………・ ……-…鈴木紀雄

縄張りを捨てたアユたち…....・ H ・H ・H ・-村田 満

南極100年・……・…・...・H ・……… …神沼売伊

新感覚の狭小地の住まい・..........・・・・・・・講談社編

の
ト
刈
法
も
速
い
ま
す
。
日
常
の
M
除

の
基
本
・
を
党
え
て
お
主
ま
し
ょ
う
。

は
た
き
で
パ
タ
バ
タ

t
天
井
の
ホ

コ
リ
な
ド
と
を
払
い
落

t
す
と
、
逆
に

ホ
コ
リ
を
部
屋
小
に
ま
き
散
ら
す
こ

と
に
な
り
ま
す
。
柄
の
長
い
ほ
う
主

の
吃
に
、
中
内
い
タ
オ
ル
か
ポ
ロ
街
を

巻
き
つ
け
、
さ
ら
に
そ
の
上
に
古
い

ナ
イ
ロ
ン
ス
ト
ッ
キ
ン
、
グ
を
か
ぶ
せ

て
、
ホ
コ
リ
や
ク

モ
の
巣
を
な
で
る

よ
う
に
し
て
取
り
ま
す
。
天
井
に
こ

び
り
つ
い
た
古
い
ク
モ
の
栄
は
、
悶

く
絞

っ
た
布
で
水
ぶ
包
含
し
て
取
り

4
A
m
l」
F
A
?
っ
，。

[10] d' 

一
度
使
っ
た
ナ
イ
ロ

ン
ス
ト
ッ
キ

ン
グ
は
、
掃
除
の
た
び
に
取
り
持
え

だ

ま
し
ょ
う
。
そ
う
し
な
い
と
取
れ
た

a

ホ
コ
リ
が
、
大
井
に
く
っ
つ
い
て
し

認

ま
い
ま
す
。
化
学
は
た
き
を
使
う
の

-お

も
い
い
で
し
ょ
う
。
な
で
る
感
じ
て

寝

ホ
コ
リ
を
取
り
ま
す
。
し
か
し
、
布

-

張
り
の
天
井
や
内
木
の
天
井
に
使
う

の
は
、
避
け
た
ほ
う
が
。
跡
が
残

っ

て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

簡
単
な
方
法
は
、同
叩
除
機
を
使
つ

て
の
ホ
コ
リ
の
叫
い
取
り
で
す
。
延
長

管
に
、
丸
川
ブ
ラ
シ
を
つ
け
て
叫
い

取
り
ま
す
。
し
か
し
、
亙
い
川
除
機

を
片
手
に
し
て
の
天
井
掃
除
は
抜
れ

ま
す
。
掃
除
機
を
タ
ン
ス
の
よ
か
踏

み
台
に
置
い
て
使
う

t
楽
で
す
。

••••••••• 

-----EE----
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園圏圏
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マ
屯
気
魚
酬
明
き
器

1
0
0
0
円

マ

M
型
テ
レ
ビ
(
リ
モ
コ
ン
な
し
)
無
料

マ
ビ
デ
オ
デ
ッ
キ
無
料

マ
電
子
レ

ン
ジ

5
0
0
0
円
・
1
0
0
0
0
問

マ
米
び
つ
(
初
切
入
り
〉

2
0
0
0
円

マ
2
5
0
は
バ
イ
ク
(
バ
ッ
テ
リ
ー
交

換
必
婆
)
5
0
0
0
円
マ
自
転
事
(
却

イ
ン
チ
)
5
0
0
0
問
マ
ガ
ス
レ
ン
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「
成
人
病
」
の
原
因
に
も

偏
ら
す
巴
バ
ラ
ン
ス
を

一
人
暮
ら
し
の
食
生
活

• 
-a
一
人
暮
ら
し
な
の
で
、
食
事
を

E
E・

ど
う
し
て
も
簡
単
に
、
あ
っ
さ
り

済
ま
せ
て
し
ま
い
ま
す
。
病
気
に
な
ら
な

い
た
め
の
食
生
活
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

(
引
歳
・
男
性
)

-

昌

一
人
の
気
ま
ま
な
食
事
は
、
ル

-Ra--
-
E
lズ
に
な
っ
た
り
好
物
に
陥
っ
た

り
、
献
立
も
マ
ン
ネ
リ
に
な
り
が
ち
で
す
。

特
に
、
「
出
分
の
取
り
池
宮
」
「
食
べ
過
ぎ
や

迎
動
不
足
で
肥
満
」
「
栄
挫
の
取
り
過
ぎ
で

痛
み
f
T
和
、
ら
げ
、
闘
病
写
楽
に

長
谷
川
陽
子
さ
ん

l
 l
 
v
 

、¥J
J

ーーーー・=，.

-
胤
液
濃
度
が
九
州
ま
る
」
:
・
な
ど
成
人
病
の

原
肉
に
も
な
り
や
す
い
の
で
注
怠
を
し
て

く
だ
さ
い
。
具
体
的
に
は
:
・
。

①
食
事
量
は
腹
八
分
目
に
し
て
、
理
想
的

な
体
重
を
保
ち
ま
す
。
過
食
は
肥
満
に
つ

な
が
り
、
心
臓
の
負
担
が
増
え
ま
す
し
、

塩
分
も
多
く
な
り
ま
す
。

②
良
質
の
た
ん
ぱ
く
貨
を
き
ち
ん
と
取
り

ま
す
。

.
H
に
小
礼
.
本
、
卵
l
側
、
魚

1
切
れ
、
肉
叩
グ
ラ
ム
、
・

u肉
1
3
・I
は
取

現
在
、
同
し
札
束
伝
病
院
で
麻
酔
科
の
院

長
守
し
て
い
ま
す
。
麻
酔
科
の
仕
事
仁
は
、

大
き
く
分
け
て
手
術
麻
酔

t
、
主
に
外
米

の
忠
行
さ
ん
が
対
象
の
ペ
イ
ン
ク
リ
ニ
ッ

ク
(
州
み
の
治
山
町
)
と
が
あ
り
ま
す
。
手

術
麻
酔
(
こ
の
場
介
は
令
身
琳
臥
川
)
と
は
、

下
術
的
に
忠
行
さ
ん
を
必
京
し
、
麻
酔
の

M

品
川
を
し
て
、
変
心
感
ぞ
与
え
る
術
的
訪

問
、
安
全
に
手
術
で
き
る
よ
う
に
麻
酔
舎

か
け
る
下
術
中
の
全
身
管
制
吐
、
そ
し
て
手

術
後
の
悩
み
の
ケ
ア
な
ど
・
:
。
山叩r
に
千
術

の
際
仁
-M
麻
酔
を
か
け
れ
ば
そ
れ
で
終
わ
り

と
い
う
仕
引
で
は
な
い
の
で
す
。

麻
酔
は
年
川
約
5
0
0
件
は
ど
。
山中山川

の
麻
酢
科
医
が
f

小
比
し
て
い
る
た
め
、
け

食事はバランスよく

り
た
い
も
の
で
す
。
午
礼
は
カ
ル
シ
ウ
ム

と
し
て
も
市
.
襲
で
す
。
飲
め
な
い
か
た
は

チ
!
ズ
や
ヨ
ー
グ
ル
ト
な
.
ど
も
。

③
紘
抗
色
野
菜
を
た
っ
ふ
り
取
り
ま
す
。

笑
だ
く
さ
ん
の
み
そ
汁
に
し
た
り
、
五
目

肝
菜
い
た
め
に
し
た
り
と
、
正
夫
し
な
が

ら
加
食
取
り
た
い
で
す
ね
。

⑪
附
っ
こ
い
料
開
や
出
分
の
多
い
加
仁
食

品
、
イ
ン
ス
タ
ン
ト
食
品
、
砂
川
相
の
取
り

過
ぎ
は
注
立
し
ま
す
。

⑤
食
物
繊
維
{
わ
か
め
、
ひ
じ
き
、
き
の
こ

類
、
い
も
郊
な

E
)
を
き
ち
ん
と
取
り
ま
す
。

⑥
ア
ル
コ

ー
ル

の
場
合
も
、
お
つ
ま
み

t

い
っ
し
ょ
に
適
量
を
。

~
H

川齢
な
ど
で
食
事
を
作
る
こ
と
が
雌
し

い
場
介
に
は
、
「
ふ
れ
あ
い
ラ
ン
チ
サ
ー
ビ

ス」

(ι愉
打
倒
祉
沫
)
な

E
を
利
川
す
る

の
も
よ
い
ト
刀
法
で
し
ょ
う
。

つ
こ
う
ハ
ー
ド
で
す
ね
。
ま
た
ム
ーは、

利

病
院
が
住
設
中
の
た
め
、
施
設
や
限
療
機

慌
の
準
備
な

E
で
、
忙
し
い
毎
日
と
な
っ

て
い
ま
す
。
山
中
松
帆
引
き
ん
に
付
し
て
心
が
け

て
い
る
・
』

t
は
、
子
術
後
の
州
み
を
緩
和

し
、
少
し
で
も
闘
病
が
犯
に
で
き
る
よ
う

印
刷
し
た
い

t
思

っ
て
い
ま
す
。

近
年
「
タ
ー
ミ
ナ
ル
・
ケ
ア
」
ぷ
則
が

ん
忠
お
に
付
し
て
、
柿
み
そ
緩
和
し
、
山
広

者
さ
ん
・
家
族
の
ん
行
主
む
を
尊
市
一
し
、
最
後

ま
で
よ
り
よ
く
午
.
き
れ
る
よ
う
支
え
る
同

僚
の
坑
要
性
が
、
全
国
一
的
に
山
門
さ
れ
、

わ
た
し
も
そ
の
研
究
に
防
わ

っ
て
い
ま
す
。

タ
ー
ミ
ナ
ル
・
ケ
ア
で
は
、
川
内
山
町
ス
タ
ッ

フ
だ
け
で
な
く
、
忠
行
と
そ
の
家
版
も
市

ジ
(
都
市
ガ
ス
川
)
3
0
0
0
円・

5

0
0
0
円
マ
フ
ロ
ハ
ン
ガ
ス
用
ふ
ろ
一

式
(
シ
ャ
ワ

ー
。
し
)
然
科
マ
レ
ン

ジム口

5
0
0
0
円
マ
ダ
ブ
ル
ベ
ッ
ド

無
料
マ
Mm木
鉢
(
5
1
8
号
と
菊
用
)

無
料
マ
ス
タ
ッ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ

(
1

4
5
|
加
|
R
U
)

無
料
マ
笠
山
用

リ
ユ
ヴ
ク
燃
料
マ
じ
ゅ
う
た
ん

{
6

m
U
)
4
0
0
0
問
マ
継
総
マ
ッ
ト
(
ダ

ブ
ル
・
シ
ン
グ
ル
)
3
0
0
0
円
・
2

0
0
0
川
マ
ボ
ア
シ
l
ツ

1
5
0
0

阿
マ
会
冷
川
陀
机
無
料
マ
大
正
琴

量的噌
T

‘aa"を
Z
E

'.・先着順に紹介しますので、すでに成約した物はご了承ください.

マ
fε
も
問
・
木
馬
マ
中
唱
気
こ
た
つ

マ
カ
ラ
オ
ケ
セ
ヴ
ト
マ
ス
ト
ー
ブ
ガ
ー

ド
マ
大
人
間
ス
チ
ー
ル
仇
マ
小
型
緋

う
ん
織
マ
刈
り
払
い
機
マ
ち
ゃ
ぶ
台

マ
対
人
川
れ
転
山
巾
マ
利
叫
ん
，

要
な
治
療
チ

l
ム
の
.

H

円
で
あ
る
と
い
う

こ

t
が
大
事
な
こ
と
な
の
で
す
。
昨
年
6

月
、
同
立
東
伝
病
院
で
は
初
め
て
の
、
が

ん
忠
行
の
泣
族
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
内

科
病
悼
の
似
州
と

η謎
似
た
ち
で
、
込
伎

の
ケ
ア
と
タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア
の
向
ト
.
に
取

り
組
八
で
い
ま
す
。

向
立
京
U
U
病
拡
も
、
析
病
院

t
し
て
祈

た
に
ス
タ
ー
ト
す
る
と
き
に
は
、
診
療
科

H
3
D
泣
科
に
充
実
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

青
木
院
長
を
は
じ
め
、
ふ
れ
病
院
ス
タ
ッ
フ

が
地
肢
の
人
び

t
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ

る
よ
う
、
阪
保
サ
ー
ビ
ス
の
向
ト
.
に
励
ん

で
い
き
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
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情報

オリオン、スバル・・・美しい

冬の星座と魁力あふれるフル

ートの音色をあなたに。

長
野
大
学
で
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

••• 
「ひ

t
の
暮
ら
し

t
自
然
環
境
を

考
え
る
」

t
題

L
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
を
開
催
し
ま
す
。

マ
主
催

長

野

大

学

・
長
野
大
学

生
涯
学
科
セ
ン
タ
ー
マ

と
き

は

月
日
日
附
午
後
ロ
時
応
分
l

3
時

マ
と
こ
ろ

長
野
大
学
2
1
1
得
教

室

マ

パ

ネ
ラ

l

川
山
B

五
「
さ
ん

(
社
会
中
山
ザ
攻
}

・
小
林
正
洋
さ
ん

(
教
行
山
下
叩
攻
)

・
佐
々
木
山
さ
ん

(
文
学
が
攻
)

・
山
崎
健
治
さ
ん

(
心
開
学
専
攻
)

・
同
地
治
之
さ
ん

(
哲
学
専
攻
)

・
佐
藤
英
美
さ
ん

セ
・プログラム
t>星のセレナーデ

t>演奏会用小昂

t>ジユ・トゥ・ヴ

t>サイレント・イヴ

t>ヴェ二スの謝肉祭

-演奏者

b飯島香さん
(フルート)
よ田市出身。現在
武鹿野音楽大学音
楽学慾器楽学科4
年次在学中。

(細
胞
引
物
学
咋
攻
)
マ

コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ

l

民
向
仲
.
さ
ん
(
社

会
史
咋
攻

)

マ

入
場
料

無

料

マ
問
い
合
わ
せ

長
野
大
学
教
務
品

(
包

@
0
0
0
1
)

犬
の
し
つ
け
方
教
室

飼
い
方
と
マ
ナ
ー
を

••• 
マ
と
き

①
学
科

:i
月
と

7
月

の
第

3
土
眼
目
午
後

1
時
初
分

1
3

時

初

分

②

実

技
・:
毎
月
第
3
土
曜

日
午
後
1
時
初
分

1
3
時
初
分
、
平

成

7
年
1
月
幻

nωか
ら

開

催

マ

と
こ
ろ

①
学
科
・
:
上
間
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー

②
実
技
・
:
t間
合
同
庁

介
駐
市
場

マ
内
容

①
学
科
・
:
諸

問
会
(
動
物
に
関
す
る
法
作
、
犬
の

本
能

・
門
性

・
中
.
町
、
匝
し
い
飼
育

作
即
日
、
州
れ
の
知
識
と
子
防
、
ド
〈
の

し
つ
け
ぶ
)
②
実
技
:・
必
本
的
な
服

従
訓
糾
m
り
し
か
た
{
脚
側
行
進
、
脚

側
定
時
、
ふ
せ
、
ま
て
な
ど
)
マ

認
定
試
験

す
べ
て
の
項
目
を
終
了

し
た
人
を
対
象
に

6
H
t
u
月
仁
実

t>坪井香野さん(ピアノ)
静岡県磐田市出身。現在武簸野
音楽大学音楽学部器楽学科4年
次疫学中。

-入場料 1.000円
・定員 120人
(入場券は12月1日から創造館で取り扱い)

上回創造館⑫11 1 1 

施
す
る
。

A
H
栴
お
に
は
認
定
説
を
交

付

マ

参
加
費

3
0
0
0
川

(そ

の
他
チ
ェ

ー
ン
カ
ラ
ー
が
必
要
)

マ
由
申
し
込
み

が
仰

に
屯
初
辿
紡
の

う
え
、
参
加
切
を
添
え
て
叫
刷
物
愛

讃
会
上
小
支
部
{
上
川
保
健
所
内
)

ヘ

マ

問
い
合
わ
せ

貼
刷
物
愛
護

会
上
小
支
部
(
宮
@
7
1
5
3
)

佐
久
市
立
近
代
美
術

館
で
美
術
展
を
開
催

••• 
マ
と
き

平
成
7
年
1
月
幻
日

ω

1
2
n
u
n
仰

マ
と
こ
ろ

佐
久

市
立
近
代
美
術
飴
(
佐
久
市
大
字
政

久
保
)

-
作
品
の
募
集

マ
種
別

抗
l
部

:
-
N木
州
、
第

2
部
:
・
洋
州
、
第

3
部
・:川
即

刻

マ

作
品
の
搬
入

予
成

7
年

I
H
7
H

H
・
8
河
川
子
小
川
O
ふ
l

F愛
4
キ

'
t
E

、

ーl
a
E
E

，h
H
H

ぃ
，，

.
E
e
唱
『

A

H
H
H
r

，F-
，v-1
4

M
MM
r

マ
応
募
手
数
料

l
点
に

つ
き
3

0
0
0
刊
(
市
校
生
は

1
0
0
0
円
)

マ
問
い
合
わ
せ

佐
久
市
立
近
代

美
術
館
(
宮
0
2
6
7
@
1
0
5
5
)

お
出
か
け
く
だ
さ
い

創
造
館
児
月
の
催
し

[12] 7 

••• 
・
第

2
土
曜
日
学
習
施
設
活
用
の
催

し
「
郷
土
の
め
ず
ら
し
い
鉱
物
③
」

マ
と
き

ロ
月
刊
日

ω午
前
日
時

i
約

1
時
間
(
時
間
ま
で
に
来
場
し

て
く
だ
さ
い
)
マ
対
象

小
学
3

作

生

以

上

マ

参
加
費

無

料

-
第

7
回
親
子
パ
ソ
コ
ン
教
室

マ
と
き

ロ
川
口
日
仰
午
前
9
時

i
午
後
4
時
初
分
マ
対
象

上
小

地
域
の
小
中
4
年
生
l
小
学

3
年
仲
ー

ま
で
の
初
心
者
親
チ
初
名
(
先
行
順
)

マ
参
加
費

無

料

マ

持
ち
物

筆
記
用
只

・
昼

食

マ

申
し
込
み

ロ
月

4
n
m午
前
9
時
よ
り
屯
話
で

創
造
館

へ

(宮
@
1
1
1
1
)

-
親
子
映
画
教
室

マ
と
き

ロ
月
お
日
仰
午
前
川
時

1
、
午
後
2
時
加
分

1

(
上
映
時
間

は
詑
分
間
)
マ

上
映
作
品
「

マ
ッ

チ
売
り
の
少
女
」
「
イ
ワ
ン

の
ば
か
」

「
か
さ
じ
ぞ
う
」
マ
参
加
費

無

料

マ
定
員

終
印
名
(
先
打
順
)

圃
上
小
地
域
小
中
学
校
児
童
生
徒
絵

画
・

書
道
・
工
芸
展

マ
と
き

u
n
n
n
幽
1
米
作

i

川
同
日
仰
午
前
9
時

i
午
後
4
時
初

分
(
ロ
川
羽
日

1
1
月

3
n
は
休
館
)

マ
入
場
料

無

料

マ

そ
の
他

親
チ
写
生
会
絵
画
展
を
同
時
開
催
し

ま
す
。

12. 広報うえだ6.



‘ι・

..... 
可司.. 

-ガールスカウト第五回国際交流の日
市内 ・近郊に在住の外国のお友達が集り、各国の紹

介やゲーム、おはぎでパーティーをします。男女、年

齢を問わず、多くの外国人の参加をお待ちしています。

t>とき 12月10日出午前10時~正午 t>ところ 中
央公民館3階 t>参加費 無料 t>申し込み 12月7

弘す

日附までに電話で申し込んでくだ~い。(宮{診7053那須

袋、 @2435関、 @4649詰沢)

(主催者の都合により変更する場合があります)

上
田
市
少
年
少
女
合

唱
団
で
歌
い
ま
し
ょ
う

••• 
上
間
市
の
山
刊
に
に
子

E
も
た
ち
の
清

ら
か
な
歌
声
を
響
か
せ
ま
し
ょ
う
。

マ
団
員
資
格
小
学
1
年
生
i
高

校
生
の
男
女
(
引
子
は
変
戸
期
前
)

マ
練
習
日
毎
週
日
限

n午
前
叩

時

1
日
時
岬
分
マ
練
習
場
巾
'
央

月日 催 し 時間 入場方法 問い合わせ

12 
ブルガリアン 実行委員会

& ポリフォ二一公演会 19:00 
有料
⑫2573綴関

4 会問。山獄劇団公演 13:00 
有料
実行委員会

日 18:30 t②0032 

-二の丸1-2・fi@0762市民会館

-材木町卜2-3・fi@0760

公
民
館
(
材
木
町
)
マ
申
し
込
み

長
井
(
包
⑫

1
1
8
4
)
、
械
沢

(包
⑫

3
0
3
8
)

同図面目

明
る
い
選
挙
雷
発
標

語
に
多
く
の
応
募
を

••• 
政
治
・
選
挙
に
対
す
る
怠
識
を
高

め
、
常
に
問
る
く
き
れ
い
な
選
挙
が

行
わ
れ
る
た
め
に
、
次
に
よ
り
市
民

の
皆
さ
ん
か
ら

「
明
る
い
選
挙
時
発

12 霊室内楽を

似%
アンサンプルの夕べ 19:00 会員券 たのしむ会

⑮2150 

10 アンサンブル・ 18:00 出 ダルジャン定期演奏会
有料 {⑤4745 

11 清水理恵子 上田グロー

{印 フルートリサイタル
14: 00 有料 リア合唱団

⑫1184 

18 霊ミカエル保育園創立
(日
50周年記念講演会発表 13: 30 無料 ⑫1361 
42b3.E ‘ 

23 第6図上田市消防団 14 :日日
上回消防団

幽 音楽隊定期演奏会
無料 音楽隊
<@4111 

文化会館

上回小泉
サッカー講習会

星奈ゆり新曲発表会
記念コンサート

いっしょに歌いましょう

標
語
」
を
募
集
し
ま
す
。

マ
内
容
明
る
レ
選
挙
推
進
に
闘

す
る
も
の

マ
応
募
方
法

郵
便
は

が
き
に
際
部
二

人
何
点
で
も
可
)
、

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
性
別
を
明
記

し
郵
込
し
て
く
だ
さ
い
。

(
応
募
作

品
は
お
返
し
し
ま
せ
ん
)
マ
送
付

先

上
山
市
選
挙
管
理
委
員
会
(
一@

3
8
6
上
岡
市
大
手
l
|
日
!
日
)

マ
応
募
期
限
平
成
7
年
1
月
6

日

附

マ

入

選

作

品

人

選

者

全

員

に
記
念
品
を
贈
呈

マ
そ
の
他

応

募
作
品
の
版
権
は
主
催
者
側
に
属
し
、

入
選
作
品
仁
つ
い
て
は
、
明
る
い
選

挙
推
進
の
た
め
、
柿
極
的
に
活
用
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

マ
問
い
合

わ

せ

上

川

市

選
挙
管
理
委
員
会

(
内
線
1
6
7
2
)

市
営
住
宅
補
充
入
居

希
望
者
は
管
理
課
ヘ

••• 
市
計
住
宅
の
補
充
入
居
者
を
次
の

と
お
り
募
集
し
ま
す
。

マ
募
集
団
地
市
常
住
宅
全
般

ご

部
団
地
を
除
〈
)
マ
申
し
込

み

期

間

ロ

月

四

n
m
i
A平成
7
年

1
月

日

刊

幽

マ

問
い
合
わ
せ

管

m謀
(
内
線
1
5
0
5
)

l> 1勤労青少年ホームa
申し込みは管理課へ

1月開講講座の日程と内容

講 座 名 際日 期 悶 回数 定員 材料費なと

料理教室 月 1/9-3/20 10回 18人 材料;!l4.000円程度(10回)

パソコン教室 火 1/10-3/14 1日回 10人 テキスト代4.日日日向

料理教室 木 1112-3116 10回 18人 材料費4.000円程度(10回)

エアロピクス 金 1113-3117 10回 E日人 運動できる服装

-勤労青少年ホーム

• 1月開講講座
b対象市内に在住または勤務する29歳までの勤労青少年
b受講料 1030円(ほかに利用者協議会資200円)

1>申し込み 12月12日開~同16日樹に受講料を添えて膏少
年ホーム (岱(~7 1 l7)へ。電話でも受け付けます。各講座と

も定員になり次第締め切り。(受付時間は午後12時四分~日
時) 1>活動時間 料理・パソコン教室一午後日時30分~日
時3C分、エアロピクスー午後7時-8時30分

7 12. 広報うえだ6.[13] 



-情報テーブル・

EE富彦頭蓮華'叢歪羽
[ ごみの出すルーん台守り 主れいな環境で新年を 1 

年末年始のごみ収集
12月11日(日)-12月31日(土)
・歳末はあわてず急がずベルトを締めて

・反射材つけて安心 夜の道

年末年始は、毎年ごみの量が多くなります。

今年は、下記のとおり特別収集を行います。

一度に大量に出さず計画的に出しましょう。

新年は 1月4日捌から収集します。

・大掃除や引っ越しなどで出た多量のごみは、

直接クリーンセンターへ持ち込んでください。

・コタツやたき火の灰・燃え殻は、火の消え

たことを確認して「灰」と表示して袋に入れ、

燃やせるごみの日に出 してください。

・燃やせるごみ、燃やせないごみの分別はき

ちんとしま しょう。(合成樹指類、プラスチッ

ク類、ト レイ、 ペットボトルなどは燃やせな

いごみへ)

・決められた日以外は、絶対に出さないよう

にしましょう 。(近所の迷惑になります)

・水切りはきちんとして、新聞紙に包んで(水

を吸い取ります)袋に入れて出 しましょう 。

.問い合わせ 清掃事務所・ク 1)ーンセンタ

ー (~@0666)
・年末年始のごみ収集日程表

市
税
納
め
忘
れ
な
ど

夜
間
・
年
末
に
窓
口

••• 
収
税
諜
・
国
保
年
金
説
。
て
は
、

丹
念
市
税
の

「納
税
促
進
月
間
」
と

し
て
、
今
ま
で
未
納
f

と
な
っ
て
い
る

市
税
を
、
こ
の
機
会
に
納
付
し
て
い

た
だ
く
よ
う
滞
納
繋
聞
に

h
を
入
れ

て
い
ま
す
。
な
か
で
も
都
合
で
平
日

の
枝
問
、
金
融
機
関
や
市
役
所
へ
山

向
く
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
人
の
た

め
に
、
次
に
よ
り
夜
間
窓
日
・
年
ぷ
窓

什
を
開
設
し
ま
す
の
で
、
納
税
お
よ

び
納
税
相
談
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

マ
問
い
合
わ
せ
収
税
課
(
内
線
l

12 

収 3量 持ち込みの受け付け

12月23白金 通常の金曜日地区のみ収集 午目ij8時30分-119寺45分
(夫庖誕生日) 何事別収集) 午後11碕-4跨

29日術
通手智の木沼田地区のみ収集 午jjij8時30分-119寺45分
(特別収集) 午後1跨-4鈎

30日倫
通常の金嘱目地区0-，み収集 午前8時30分-11時45分
(特別収 集) 午後11時-4時

31自由 体 み
E童}妾持ち込みのみ受け付けます
午前8時30ラト'1剛5分

11司1自白i

2目的 体 み 休 み

3日ω
4白色" 平常どおり収集 平常どおり受け付け

3
0
1
)
、
阿
保
年
令
謀
(
内
線

1
3

6
7
)
 

夜間窓口・年末窓口のご利用を/

-夜間窓口・年末窓口の日程

と 卓、ー ところ

夜 12月14日制 市役所
閤

本庁舎1隠
窓 12月16日樹
口 午後8時まで 国保年金諜

年 12月四日開
※両窓口とも
市役所西側の

末午前8跨30分 宿直室から入窓
~午後5跨 ってください。

口

「
取
り
壊
し
家
屋
」
の

届
け
出
は
お
早
く

••• 
家
屋
(
住
宅
、
合
庫
、
布
陣
、
物

置
な

E
)
の

一
部
ま
た
は
全
部
を
取

(14] 

土田市選挙管理委員会(内線

-来年は統一地方選挙
来年は統一地方選挙の年にあだり、平成ア

年4月9日には長野県議会議員一般選挙(定

数3)ガ、平成ア年4月23日には上田市議会

議員一般選挙〈定数32)ガそれぞれ執行され

ます。

1>問い合わせ

1 671 ) 

7 12. 広報うえだ6.

り
壊
し
た
ま
ま
未
届
け
仁
な
っ
て

い

ま
せ
ん
か
。

今
年
の
ロ
月
末
日
ま
で
に
取
り
壊

さ
れ
た
家
屋
は
、
来
年
度
か
ら
悶
定

資
産
税
が
課
税
さ
れ
な
い
、

7ζ
に
な

り
ま
す
の
で
、
今
年
中
に
「
取
り
壊

し
届
出
書
」
を
資
産
税
課
ま
た
は
各

支
所

へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
「
取
り

壊
し
届
出
書
」
は
資
産
税
課
お
よ
び

各
支
所
に
あ
り
ま
す
。
な
お
、
米
年

1
月
1
日
ま
で
に
新
築
ま
た
は
増
築

さ
れ
た
家
屋
は
、
来
年
度
か
ら
固
定

資
産
税
が
諜
税
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、

家
屋
の
評
価
に
お
伺
い
し
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

マ

問

い

合

わ

せ

資
産
税
諜

1
2
9
7
)
 

(
内
線
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|育てよう明るい社会と人権感覚|
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ご
め
い
福
を

お
祈
り
し
ま
す

〈
旬
月
届
け
出
分

・
間
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町
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〉
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変
通
事
故
無
料
相
談

お
気
軽
に
ど
う
ぞ
/

••• 
他
日
本
損
害
保
険
協
会
で
は
、

自

動
市
・
損
吉
賠
償
H
H
(
任
保
険
と
任
な
れ

動
市
保
険
の
請
求
に
つ
い
て
、
無
料

で
相
談
を
お
受
け
し
て
い
ま
す
。

マ
専
門
の
相
談
員
に
よ
る
相
談
回

日

間

H
i全
開
日
の
午
山

9
時
初

分

1
正
午
、
午
後

1
時
1
1
時

ω分

{
祝
祭

H
e除
く

}

マ
弁
護
士
に

よ
る
相
談
日

'
時
組
本
即
日

午

後

]

時
i
l
時
(
第
5
本
M
Mを
除
〈
)

ト
刊
情
山
川
ひ
き

'amF
E

、
.
2
・

b及
川

a刈
a

'

I

竹
佐
テ
ル

児

-hv

ぷ
川
波
ユ
キ
子

上
原
.
た

-k 

r
uヨ

H
f
 
御

所
ド
室
町

サ

去

久
保
林

山
行
門

叫
叫
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山
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h
H

染
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川
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，
a
g
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t
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圃
柄

f

l

 

a，
干
吋

a
J

内
制
ト
ノ

H

山
内
燐
千
代

日
ぃ
同
本
長
敏

側

一
川
山
山
行
さ
だ
い

!

h

p

T

'

}

 

桜
一
制
リ

t
・t
H叱

川
…
怜
溢
・
K
儀

見
い
一
ぃ
k
叶
位
同
向
転
ム
け

ρ

り・

J
u
v
a
恥・・
17
、t

引
…
棚
川
た
か

別

…

訟

山

キ

ヌ

エ

林

之

郷

刊
一

-
M
h付
け
さ
・
ha

ド
H
川
本

1

・
ゆ
引
い

E
.

九
u
m
"

““
 

.. ，fa
‘4
'
i

d

-
a
-
F
 

、，
.
3
"、a
t
M
M

・，

‘4
H
I
r』

杭

-
u
n
u
-
-
aリH
割

1

・

1
K
E
t
-

--
l
i
p
-

町山

・
か
対
!

l

H

h

H
間

以山

…
紡
糸
川

-r
ド
紺
崎
町

肝

…
小
林
け
さ
t
b
u

〈

小

牧
ド脇 i話

(;九 liOXI 51 iX 1¥1 ti!l ii i5 X5 X(i IiX ii i8 85 ï~ i8 iti 81l XO I:m 

マ

と

こ

ろ

松

本

町

動

市

保

険

治

求
相
談
セ
ン
タ
ー
(
松
本
市

-n本

州
命
松
本
駅
前
ピ
ル
7
階
宮

0
2
6

3
@
4
」
6
7
}

マ
そ
の
他

電

話
で
の
相
談
も
で
き
ま
す
{
宮

0
2

6
3
@
7
7
9
0
)
 

悩

引

刊

終

決

い

ほ

-

M

地

川

久

-

上

下

一

川

山
浸

E
る

じ

山

刊

一
小

林

山

路

市

柏

村

町

刊

米

派

間
w

w

m

い

h
M
r
u
L
A

・K
M
m

制

小

川

似

太

郎

肝

一
小
川
伴
勺
ね
じ
い
hk

入
国
間

山

与

と

さ

い

回

一
:
・
作
定

-r
上
川
原
柳
町
一
川

技

法

よ

し

み

肝

…
術

開

催

広

ド

之

郷

叩

九

い

ね

ま

さ

制

…
北
滞

h
下

城

北

口

ト

鳩

山

が

作

也

引

い
近
総
・
山
H

惜
時
間
以
制

林
ミ
ッ
，

r

川

ぽ

一

所

威

的

.

山

中

と
'44

日

山
容
八
郎
み
寸
ず
ム
川
出

戸川

一
林

利

f

触
が
J

比

例

ぽ

山

村

消

防

総

人

灯

い
れ
れ
松
J

・
郎
千
州
町

ω

什

川

似

て

る

京

-h
加

山

…
九
山
サ
キ

ーし
川
川
町
柳
町
一
M

K
.
、
J

-

4

b

J

・
J
t
t
i

-f

!

?

Z
S
4
t
h
3
九

円

山

町山

一
H
Mド
払
γメ
凶

吋

削

H

H

H

れ

ほ
川
町
み
勺
ヴ
伊
勢
山
町

…
み
μ

地

下

山

町

川

刊

仰

川

仰

九

州

川

仰

い

れ
似
竹
は

-r
ぽ

い
げ
l
l川
崎

M
L
、
仙
ド
μ

‘，
a
'
'
l

・
，，
。、川、

，

q
A

U
川
J

H

V

'

d

l

ド

L
J

，H
H

U

J

・
H
H
H
J
i
l
-
-

，

・

J

γ
林
山
品
川
村
ト
早
川
町
同
一
代
山
・
J

へ

千

円

以
・
い
わ
や
H

代

大

川町

内

一
灼

似

必

出

掛

川

山

TY.Mι
川

l
古川

μ

r

h
川
U
庁
1unソ
ム
川

Vμp

e
，、

ーリ

04

U
U
S
F
4信
幡
町
む
恥
A
ド
レ

l
'

sb

un

-H.h
み

勺

江

伊

勢

山

川

Ni ~Ji 1主 1"'1' Il1r -1仁fTJ，
本 山市

111 f.:j t'1 ~:Ii 111 111 JI-111 

h
w
H
 

t
'
 

U
H
N
十
H
E
H

叫

m
h仰

ihν
委

↑
|
|
水
道
管
守
っ
て
あ
げ
て

水
道
管
が
凍
結
す
る
季
節
に
な

り
ま
し
た
。
水
道
の
凍
結
は
、
気

温
が
マ
イ
ナ
ス

4
度
以
下
に
な
る

と
起
こ
り
ま
す
。
次
の
よ
う
な
凍

結
防
止
を
し
て
、
さ
の
寒
さ
か
ら

水
道
管
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

-
凍
り
や
す
い
と
こ
ろ

m北
側
に
あ
る
も
の

⑮
風
当
た

り
の
強
い
と
こ
ろ
に
あ
る
も
の

@
水
道
管
が
露
出
し
て
い
る
も
の

④
屋
外
に
あ
る
も
の

・
凍
っ
て
水
が
出
な
い
と
き

ま
す
、
蛇
口
、
立
上
が
り
、
メ

ー
タ
ー
の
順
に
タ
オ
ル
か
布
を
か

け
、
そ
の
よ
か
ら
お
湯
を
か
け
て

解
か
し
て
く
だ
さ
い
。

-
水
道
の
凍
結
を
防
ぐ
に
は

①
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
内
も
保
温

を
(
ぼ
ろ
布
、
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル

‘

ノ

・
や
っ
と
の
ご
と
で
広
報
の
編
集
を

集

記
J

終
え
た
ひ
さ
し
ぶ
り
の
休
日
。
ふ
と
、

制

後

」
思
い
立
っ
て

一
人
で
紅
業
を
見
に
出

〆
L
か
け
た
。
常
緑
樹
の
緑
と
、
薄
葉
樹

の
黄
色
や
赤
茶
色
(
文
蹟
で
表
現
で
き
な
い
の

か
残
念
)
、
そ
し
て
、
広
が
る
青
空
と
白
い
窓
の

織
り
成
す
、
絶
妙
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
。
人
け
の

な
い
静
か
な
湖
は
、
み
ご
と
な
察
色
だ
っ
た
。

愛
用
の
ガ
ス

・
ス
ト
ー
ブ
{
コ
ン
ロ
)
で
沸
か

し
た
コ
ー
ヒ
ー
の
お
い
し
ざ
。
ほ
か
に
何
も
し

な
い
で
、
ぼ
ー
っ
と
察
色
を
眺
め
、
熱
い
コ
ー

ヒ
ー
を
飲
む
。
座
っ
て
い
た
湖
畔
の
石
と
一
体

と
な
っ
て
、
自
分
も
自
然
の
中
に
溶
け
込
ん
だ

気
分
が
し
た
。
日
ご
ろ
の
ス
ト
レ
ス
も
吹
き
飛

ぶ
、
充
実
し
た
ひ
と
と
き
だ
っ
た
。
(
た
な
か
)

な
ど
を
入
れ
た
ビ
ニ
ー
ル
袋
3
1

4
袋
を
メ
ー
タ
ー
を
囲
む
よ
う
に

入
れ
て
く
だ
さ
い
)
②
不
凍
栓
は

毎
日
忘
れ
ず
、
完
全
に
閉
め
ま
し

ょ
う
。

③
電
熱
帯
の
コ
ン
セ
ン
ト

を
忘
れ
ず
入
れ
ま
し
ょ
う
。

-
破
裂
し
て
水
が
出
た
ら

立
上
が
り
下
の
不
凍
栓
か
メ
ー

タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
内
の
止
水
栓
で
止

め
て
く
だ
さ
い
。
止
ま
ら
な
い
と

き
は
、
破
裂
か
所
に
布
か
テ
i
プ

を
巻
き
応
急
処
置
を
し
て
、
水
道

局
か
指
定
工
事
庖
へ
修
理
の
依
頼

+
令
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
宅
地

内
の
修
理
費
は
、
個
人
負
担
と
な

り
ま
す
。
メ
ー
タ
ー
磁
損
も
同
様

で
す
の
で
ご
注
意
宇
佐
。

-
問
い
合
わ
せ

水
道
局
業
務
課

(
内
線
1
8
5
4
i
1
8
5
6
)

-
去
る
日
月
U
目
、
信
越
放
送
で
放
映
し
た
市

政
テ
レ
ビ
番
組
「
ふ
れ
あ
い
上
回
」
ご
覧
に
な

っ
た
で
し
ょ
う
か
?
今
回
は
『
お
年
寄
り
に
優

し
い
ま
ち
づ
く
り
へ
」
と
題
し
て
、
市
の
高
齢

者
宿
祉
が
テ
ー
マ
。
今
年
7
月
に
オ
ー
プ
ン
し

た
特
別
鍵
護
老
人
ホ
ー
ム
『
室
賀
の
里
』
の
僚

子
や
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
l
、
移
動
入
浴
な
ど
の

筏
宅
サ
ー
ビ
ス
、
民
生
・
兜
量
餐
貨
の
活
勧
や

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
鐙
録
者
の
活
躍
ほ
か
、

現
窃
で
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
中
心
と
し
た
内
容
。

テ
レ
ビ
局
と
取
材
を
同
行
し
て
、
と
て
も
初

分
の
番
組
で
高
齢
者
衛
総
の
す
べ
て
を
語
る
の

は
と
て
も
無
理
だ
。
ほ
ん
の
一
節
だ
け
で
も
知

っ
て
い
た
だ
け
た
ら
:
。
ビ
デ
オ
は
秘
・
課
で

お
貧
し
し
ま
す
の
で
ど
う
ぞ
。

(
に
し
ざ
わ
)

7 12. 広報うえだ6.[15] 



.12月T臼1，ま「世界工イス、デーJ
1>テーマ rLiving with AIDSーエイズと共に生き

るJ r AIDS and the Familyーエイズに取り組もう f家

族みんなで、J 1>標語 「エイズI;j:-f'防できる病気です」

(以上WHO=世界保健機構による)
・エイズの検査・相談

1>とき 毎週火曜日

午，jIj11 I時から11時30分

まで 1>ところ上町

保健所(材木IQT1・上

川合同庁舎内) 21暗

1>その他予約1;j:不安:

ですので、直接おこし

くださ L、。また、直通

のil!:話相談もあります

(包@7149) 1>問い

い合わせ上田保健所

(fi @1260) 保健診t砂

襲警欝iZ
F、、'

ちか

・小林千夏ちゃん
(3か月 ・新田)

r3時間ごとの綬乳のつ
らさも、之の子の笑顔を見
ると忘れてしまいます」と
母の真理子さん。

年末年始の休業
12月29日~1月3日

保健予防課(内線 1374)

トイレのくみ取りが12

月29日附から l月3日ω
まで休みになります。な

お、 12月23日働は操業し

ます。例年、年末になると

くみ取りが集中しますの

で、早めにお願いするよ

うにしましょう 。

・問い合わせ保健予防

課(内線1372)

-痴ほう性老人をささえる家族の会

1>とき 12月5日開)午後 111寺30分から 3時30分まで

1>ところ 市保健センター(市役所南庁舎2階)

b内容 「痴呆のお年寄りの般し方についてー痴呆相

械の中か ら-J と題 して、問立小諸療養所看護婦 ・堀

内l弥子さんによる講演、介謎体験をj通しての話し令い

1>その他 当日介護金代わってくださる入力すいない

かたには、婦人ボランティアが伺います。また会場へ

いっしょに来られた場合には、日IJ室でお相手をします。

希‘望者・は12月2日幽までにご辿給ください。 1>聞い

合わせ 保健予防諜(内線1377)

口
υ
間口

V
開
設
日
時

毎
上
限
日

時
鈎
分

i
m
時
)

V
診
療
科
目

内
科

・
小
児
科

上田市医師会夜間急患センター

引
引
』

専用電話が入りました

ee@)@)@)@ 

(夜
6

(注)

1 入院 ・手術ガ必要と思われる場合には、叡急車
(1 1 9番〉をあ昭びください。

2. 工曜日以外の日の夜間には、最寄りの医療機関
をご利用ください。

・」二田市医師会
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